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記念祝賀会開催にあたって 
勝田高校創立50周年記念同窓会祝賀会実行委員長 
株式会社ソフナーズ代表取締役 

同窓会副会長　阿久津　隆男（7回生） 

 勝田高等学校創立50周
年、まことにおめでと
うございます。 
　私が入学したのは今
から40年以上前、創立
7年目で、歴史も浅く自
由な校風でした。特に
文化部に所属していた
せいか、先輩後輩の垣根
もなく、毎日楽しく学校生活を送っていました。 
　今となってはもう残念ながら、授業で教えてい
ただいた事はあまり覚えていません。ですが、不
思議なことに恩師の口癖はよく覚えています。何
なら再現できます。私の周りの同級生も多分でき
るでしょう。思い出すととても人間味溢れる先生
が多かった印象があります。時代は変わりました
が、そのような校風は今も引き継がれているので
はないでしょうか。 
　あれから40年経った今も、同窓生との関係は続
いています。話の内容はあの頃とあまり変わって
いません。少し血圧や腹囲の話題は増えました
が。顔を合わせるたびに当時の恩師や同級生の話
題に花が咲きます。その一つ一つをここに書くに
はあまりにも紙面が足りません。(コンプライア
ンス上、今では書けないことも。) 
　創立50周年を迎えた今年、同窓生の皆さんとこ
のように盛大にお祝いできるのはとても幸せなこ
とだと思います。そして同時に本校は「勝田中等
教育学校」として新たな歴史を刻み始めました。
今後も引き続き、同窓生として本校の発展に少し
でも協力できれば光栄です。 

勝田高等学校同窓会 
創立50周年記念祝賀会に寄せて 

茨城県立勝田高等学校長 
下山田　芳子 

　このたびは、勝田高等学校の創立50周年を記念
する祝賀会の開催まことにおめでとうございま
す。 
また、勝田高等学校の創立50周年記念式典な

らびに記念事業の実施にあたりましては、実行委

員会副委員長を務めて頂きました同窓会会長の黒
澤敦様をはじめ、多くの同窓会の皆様に多大なご
支援、ご協力を賜りましたこと、心より御礼申し
上げます。あわせて、記念事業の一環として、同
窓会から職員玄関の「記念品ショーケース」を寄
贈していただけるとのこと、生徒ならびに職員一
同、この場をお借りして深く感謝申し上げます。 
本校は、今から50年前に「勝田市に県立普通

科高校を」という地域の方々の熱い要望により、
当時の市議会が県に陳情をして勝田市に誘致し
た、勝田市唯一の県立全日制普通科高校として昭
和48年に誕生いたしました。当時の写真を見る
と、周辺は山林原野で、グランドは湿地のため水
はけが悪く、自衛隊の方々が砂をうめて整地して
下さったと聞いています。本校の校訓　「隣人
（とも）と協力して、明日の郷土を拓こう」とい
う言葉には、まさに、教職員・生徒・保護者・地
域が一体となって、力を合わせて新天地を切り拓
かんとする当時の決意があらわれております。そ
してそこには、これから隆盛を極めていく日本経
済の力強さと、それを支える地域の躍動を感じる
ことができます。 
それから半世紀がたち、日本は、「昭和」「平

成」「令和」という時代の変遷の中で、高度成長
期という壮年を過ぎ、世界に類を見ない早さで少
子高齢化という大きな社会課題に直面する円熟期
に入ろうとしております。そうした日本の国とし
ての歩みとあわせるように、本校も新たな未来に
向けて、第一歩を踏み出しました。令和３年４月
に本校敷地内に、ひたちなか市初の中等教育学校
となる「勝田中等教育学校」が開校したのです。
本校は今後４年間かけて、これまで勝田高等学校
が担ってきた「地域の発展を支える人財の輩出」
という使命と伝統を勝田中等教育学校に徐々に受
け渡し、令和８
年度には、時代
の変化と地域の
要望に対応した
中等教育学校に
生まれ変わるこ
とになります。
そして、その頃
には、勝田高校
の半世紀の歩み
を象徴する様々
な記念の品が、
寄贈していただ
くショーケース
に展示されていることでしょう。 
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しかし、「地域を支え、地域に愛される学
校」という勝田高校の精神は、これからも生徒た
ちの心に生き続け、貴同窓会は勝田高校、勝田中
等教育学校の卒業生がともに集う場所として、今
後ますます発展されることと確信しております。 
最後になりますが、これまで50年間賜りまし

たご厚情に重ねて御礼申し上げますとともに、ど
うか今後も勝田高等学校とその後身の勝田中等教
育学校に、かわらぬご支援ご協力を賜りますよ
う、心よりお願い申し上げましてご挨拶といたし
ます。 

創立50周年に寄せて 
茨城県立勝田高等学校 
学内幹事 

鈴木　昌幸（5回生　ラグビー部） 
勝田高等学校創立50周

年、誠におめでとうござい
ます。 
　私事ですが、昨年度、勝
田高校で無事定年を迎える
ことができました。高校生
として3年、そして教員とし
て17年、計20年もの間母校
と共に歩んで来られたこ
と、大変ありがたいことと
実感しております。勝田高校から巣立った卒業生
は数多くあれど、20年という歳月を勝田高校で過
ごしてきたのは、私だけなのではないでしょう
か。 
　さて、今思い返すと、勝田高校で高校生として
過ごした3年間は、ラグビーに明け暮れた日々で
した。恥ずかしながら、ラグビーしか私には無
かった、と言っても過言ではないでしょう。です
が、他の誰もが経験できないような多くのことを
学ぶことができたと自負しています。 
　そんな私ではありましたが、大切なことをお教
えいただき、成長させていただいた恩師に憧れ、
体育の教師となることを新たな目標としました。
いつか母校の教壇に立ちたいということを夢見
て、時間はかかりましたが、平成18年4月、44歳
の時、ついに夢を現実のものとすることができま
した。 
　しかし、教員として母校に戻ってきた時、私の
思い描いていた勝田高校とは程遠いものでした。
お世辞にも、穏やかに日々を過ごすことができ
る、とは言えない状況だったのです。そのような
中で、3年間担任をした後、生徒指導部長という
大命を預かり、良き勝田高校となるよう11年間、

ひたすらに努力しました。生徒指導はさることな
がら、学習環境の整備、校内の清掃など、あらゆ
ることを勝田高校のためにしてきました。とはい
え、勝田高校を良い学校にしたいという思いは先
生方も同様でした。同窓生である現勝田工業校長
勝村先生（７回生）を含め、多くの人々の手を借
りて作り上げてきた勝田高校の校風なのです。 
　その甲斐あってか、現在の勝田高校生は特別に
指導をせずとも、落ち着いており、優しく、素直
で明るい生徒が、日々自分の目標へとひたむきに
努力することができる学校へと変わっていきまし
た。 
　そして、何よりも私が力を入れてきたことは、
ラグビー部の指導です。私の人生を形作った大切
なスポーツを、勝田高校の監督として後輩に指導
することとなりました。時には鞭のように厳しく
指導することもありました。しかし、それ以上に
ラグビーがもたらしてくれる飴のような素敵な経
験を、後輩にも味わってもらおうとの思いから
日々の指導にあたりました。 
　ラグビーが繋いでくれたかけがえのないOBと
は、今でも親交を深め、互いの人生の節目では喜
びなどを分かち合っています。時には酒を酌み交
わして語り合ったり、情熱をぶつけ合ったりと、
とても楽しい時を過ごしています。 
　勝田高校で出会えた多くの良き仲間たち、そし
て生徒たちが、私の人生を豊かなものにしてくれ
ました。また、私の人生の中でも最良の日々を母
校で過ごさせていただいています。本年度をもっ
て、勝田高校の入学生募集が終了してしまうこと
には、一抹の悲しさを覚えますが、勝田中等教育
学校へと変遷していく姿を、最後まで見届けたい
と思います。 
　最後に、勝田高校・勝田中等教育学校の益々の
発展を祈念し、結びの挨拶と致します。 

創立50周年に寄せて 
茨城県警察本部　警視
銀杏会会長（茨城県警内同窓会）

田山　智治（6回生　テニス部）
　勝田高等学校が創立50周
年を迎えられますこと、誠
におめでとうございます。
心よりお祝いを申し上げま
す。これもひとえに創立当
初より献身的に教育に対し
て情熱を燃やし、生徒の指
導に当たってこられた教職
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員の方々の並々ならぬご努力、さらには物心両面
にわたって支援してこられた保護者、 保護者、同
窓生、地域の方々のご尽力の賜物であると、卒業
生の一人として、深く感謝と敬意を表します。 
　私は、昭和53年に６回生として学校の門をくぐ
り、それから今年で44年を迎えます。当時はまだ
開校して日が浅く、手探りで進みながら作り上げ
ていく萌芽期だったと思いますが、今では、歴史
を重ねながらしっかりと根を下ろし、生徒を迎
え、送り出していることに嬉しさと誇りを感じて
います。卒業生は60代半ばを筆頭に幅広く社会を
支え、各方面で活躍しており、私自身も様々な場
面で同窓生と交流できる機会を楽しみにしており
ますが、これまでに仕事の関係でお世話になった
同窓生の方々が幾人もおりました。会話の流れで
「勝田高校卒業なの！」と初めて同窓生であるこ
とがわかると、それだけで共助の精神が芽生え、
良好な関係を築くことできました。ありがたいこ
とです。 
　ところで、私どもの職場内には、融和団結を図
り、県民の皆様の安全・安心を守ることを目的と
して、勝田高校卒業生が会員となる茨城県警察勝
田高校ＯＢ会「銀杏会」が存在し、退職した者を
含めると、これまでに134名が本県警察職員に奉
職し、現在は現職として111名が県内の治安維持
のため活動しております。 
　折角の機会ですから皆様に治安情勢などお伝え
したい点を申し上げます。刑法犯罪は、警察が認
知したものだけでも毎日40件、空き巣等の侵入窃
盗や自動車盗も毎日約７件ペースで発生認知さ
れ、交通事故につきましても、人身事故のみに
限っても毎日16件、物損事故を含めたすべての交
通事故は毎日180件のペースで発生し続けており
ます。そのほか、高齢者を標的とするニセ電話詐
欺も高水準で発生しております。 
『反射材を付けてください』『ご自宅の鍵か
けをお願いします』『県警防犯メールを登録
してください』『ニセ電話詐欺被害防止に向
けた留守番電話設定をお願いします』 
　そして、皆様が社会の模範となって、自助行動
を実践し、周囲の方々にも同様の行動を促してい
ただけるよう、どうぞ、ご支援、ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。 
最後になりますが、母校がこれまでの歴史と伝統
を継承しつつ、新しい時代に向けて、更なる飛躍
を遂げられますことと、同窓会のご発展、同窓生
の皆様の益々のご活躍、ご健勝を祈念申し上げま
す。 

○2021年11月にご逝去された本田先生 
(元オケ部顧問)を偲ぶ寄稿が届いています。 

お祝いの言葉と恩師へのお礼 
須藤　敦（2回生　オケ部） 

　この度は県立勝高等学
校創立50周年を迎えら
れたことを心よりお慶び
申し上げます。と同時に
50年の間にたくさんの
卒業生を輩出され、地元
茨城をはじめ全国各地で
企業活動、社会貢献活動
また芸術の分野でも活躍
されている同窓生の話を
聞くととても胸が熱くな
ります。 
　とは申しましても、勝田高校時代私自身さほど
模範的な生徒ではありませんでしたし間違っても
未来ある生徒さんにこれからの指標などお伝えす
るほど大それたことなどできませんが、一つだけ
大切な思い出として皆様にお伝えできればと思い
ます。 
　当時私は吹奏楽にドはまりでした。と申します
のは中学校3年間で3回とも茨城県の吹奏楽コン
クールで金賞を受賞するといった、大変恵まれた
環境で部活動を行って参りました。なので勝田高
校入学式の翌日にはすでに吹奏楽部入部の申し込
みを済ませ、得意げにサックスを吹いていたのを
覚えております。しかし当時は音楽室などという
大それた部屋はなく、校舎2階の一番道路側の教
室で机といすを教室の片隅に追いやりもちろん指
導者など不在のまま各自渡された譜面を追ってい
ました。 
　そんな吹奏楽弱小高にあるとき大変な事件が起
きました。「おい！今度吹奏楽コンクール全国大
会で金賞を取ったすごい先生がやってくるぞ！」
というのです。正直私は半信半疑で「そんな漫画
みたいなことは起こるはずがない」と高をくくっ
ていましたが・・来てしまいました！ 
その先生こそが私が生涯忘れることのできない高
校生活を送ることが出来た恩師「本田忠義先生」
です。 
　朝礼での紹介を終え部活の時間、すでに先生の
周りには十数人の輪が出来ていました。当時私は
素直な性格ではなく朗らかに話す本田先生を遠巻
きに観察し「はじめだけ優しくあとは絶対厳しい
練習が待っているんだ」などと先生とは少し距離
を置いていました。 
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　しかし先生はこの私の想いを知ってか知らず
か、気が付いてみたら夏の合宿では、短パンにラ
ンニングシャツといったいで立ちで見事に私の期
待を裏切ってくれました。練習では「や～かー
まーしい！」が口癖で何度となく注意されました
が決して荒ぶることなく、そして誰とでも分け隔
てなく接してくれる本田先生。アニキと呼ぶには
少し年も離れていましたが、同じ吹奏楽コンクー
ル金賞という目標が私達と先生を結びつけるのに
時間はかかりませんでした。 
　夏の合宿ではマウスピースにあたる唇の痛さを
こらえ、必死に先生のタクトに食らいついていっ
た私達・・見事に3年連続「銀賞」でした。 
「何かあったらオレが守ってやる！」この男気が
当時シラケの世代でもあった私たちの唯一の支え
でもありました。 
　進学で悩んでいた私に「おい須藤、音大に行っ
てみないか？」と声をかけてくれた先生。「先生
にそんな力があるの？」・・本当でした。残念な
がら家庭の事情で私の希望はかないませんでした
が、このようなやり取りは先生と3年間を過ごし
た生徒さんにはいくらでもいらっしゃるはずで
す。 
　大学でパチンコばかりしていた私でしたがサッ
クスは忘れませんでした、会社に入って残業ばか
りの時でも部屋の片隅にサックスは有りました、
そして今でも40年以上前の先生との思い出の詰
まったサックスを吹いています。しかし、残念な
ことですが先生は昨年79歳の若さで生涯を閉じて
しまいました。「ありがとうございます」の一言
が言えなかったことが今でも悔まれます。でもこ
んな文章を読んだらきっと先生はこう言うでしょ
う。 

「や～かーまーしい！」 

勝田高校の想い出 
大角嘉治（10回生　オケ部） 

 人生で恩師と思える人に出会えるのは、どれくら
いの確率であるんだろう。そう思える師に出会え
るのは、とても幸せな事だ。 
　私は、高校に入学し
てから、県内唯一の
オーケストラ部に入部
した。楽器は、身体の
大きさ等から、チェロ
を弾る事になった。３
年間、ずっと続けて、
何度かの演奏会も楽し

んだ。 
　私は、高校卒業後、進学よりプロスポーツ選手
を目標にしてしまった。オーケストラ部、運動は
好きでも無い、戦う事も好まない。体育の成績
は、３である。ところが、競輪選手という職業に
就ければ、年収１千万円も夢ではない、という情
報を聞き、自転車がもの凄く好きだった高校時代
の私は、競輪選手に成る事を夢見るのだった。実
際の競争も見たことも無い、自転車という大好き
な機材を使って、身体一つで自分の為に稼げる将
来が、あるかもしれない、という想像だけで。 
　当時、親と反目しあっていたころ、部活動の顧
問に相談をしたのだ。顧問の本田先生は、オーケ
ストラ部顧問にして、ピアノの名手、その上、ボ
クシングにも通じていた変わり種である。だから
なのか、私の競輪選手の夢の為に、きちんと相談
を受けてくれた。そして、応援してくれたのだ。 
　相談をした翌日から、１１期卒業の伊藤聖幸君
にも協力していただき、４階までの外階段を２０
往復を、部活終了後毎日、という課題を続けた。
伊藤君は、２０回の階段昇降が終わるまで、毎日
カウントをしてくれた。本田先生は、終わるのを
待って、音楽室準備室を施錠してくれていたの
だ。 
　そして、私は、一旦大学に入学はしたが、５９
回生として、日本競輪学校（現在は、競輪選手養
成所）に入学し、プロの選手としてデビューした
のです。選手になってからの成績は、並の選手
で、大した選手には、なれなかったですが、運動
が好きでも無く、体育の成績３の私でも、充分と
選手らしい生活は、送れたのでした。 
　ある日、競輪の事故で脳挫傷をして入院したこ
ろ、運動が好きでも無い自分、戦う事が好きでも
無い自分に気付き、選手生活は、５年で幕を閉じ
たのですが、その後の人生に於いても、なにかを
成し遂げたければ、なんとかなれるものだ、とい
う人生の送り方を教えてくれたのが、本田先生な
のだな、と、しみじみ感じる次第です。 
　令和３年に本田先生は、お亡くなりになりまし
たが、自分がもっと成功して顔を見せたい、等、
余計な事を考えて、余り交流出来てなかった事が
悔やまれました。卒業して、４０年が経つ今で
も、先生が、頭から否定せず、応援までしてくれ
た事で、自分の人生が豊かで実りある後悔の無い
物になった。その事に感謝しております。勝田高
校に入学して、よかった 
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【参加者】 
◆同窓会（卒業生） 
黒澤会長(5回生)、佐藤久彰(13回生)、関久美子(13回生)、
田中優子(23回生)、司会：佐藤真人(7回生)
◆高校生 
3年生：岡野凌士、細島達也 
2年生：大久保那奈、小野まりあ、沼田心寧、三村琴子 
◆鈴木先生、大内先生 

2022年9月24日9:00-10:00（母校学習館にて） 

第一の議題
【高校生活で一番大事なことは？】
司会「まず、黒澤会長からご自身の経験をお話しい
ただきましょう」 
黒澤会長「高校時代は部活に熱中し勉強はほどほ
どだったと思います。そんななかで特に大事だな、
と思ったことは、友達を裏切らないこと。その結
果高校卒業してからも40年以上、付き合いのある友
達もいます。大人になっても友達がいるということ
は人生の中でも重要なことだと思っています。コロ
ナ下でいろいろ制限がある中過ごされている皆さん
に対して大事な時間をもっと有意義に過ごしてもら
えると良いのにな、と思っています。」 
これに対して 
高校生「勉強と友達、どっちを大切にすればよいで
しょうか」との質問に 
黒澤会長「どっちも大事だし、どっちもおろそかに
してはいけないと思いますよ。勉強はすればするほ
ど将来の選択肢が増えますし、友達はやはり自分
の人生にもプラスになります」 
高校生「自分は今受験勉強に必死だけど、生徒会活
動や部活なども全部つながっている、という思いも
あるので全部一生懸命取り組んでいます。」 
黒澤会長「私が言いたかったのもまさにそのこと
なんです。どれか一つでもおろそかにしちゃうと全
部に影響出るから、なるべくどれも一生懸命に取
り組んでほしいと思っています。」 
高校生「受験生でも文化祭など、楽しむべきところ
は楽しんでます。勉強のことでも友達と話すことが

あり、そういう意味で勉強も友達も良い関係を保
てています。」 
高校生「わたしはいくつかのことを同時にやってい
るとどれも一生懸命になってしまい、結局キャパ
オーバーになって困ってしまうので勉強も遊びもあ
る程度比重をかけています」 
高校生「自分は内気で高校を選ぶ時も自分の意志
ではなかったのですが、高校に入ってから周りに刺
激を受けて内気な気持ちもなくなり、部活も続け
る強い気持ちが持てました」 
黒澤会長「卒業後ほとんど縁がなかった母校です
が、実は私の娘も勝田高校で、部活のお手伝いなど
をしているうちにPTAの役員をやることになりまし
て。学校の担当が鈴木昌幸（旧姓根本）先生で
（ここで高校生が「うふふ、、」とざわつく）、彼
は高校時代の同期で、ここでも『つながり』を感じ
ましたね」 
  
第二の議題 
【どんな大人になりたいか？】 
高校生から順番に将来の夢などをお話ししてもらい
ました。 
高校生「法学を学んで弁護士になる計画を立ててい
ます。法科大学院のコースか予備試験のコースがあ
り、どちらも一般的には法学部の大学院に進まな
いと人数的な制約（受験制限）が出てきます。とて
も難しい学校なのですが将来弁護士になった時も
つながりが期待できるので今必死に受験勉強に取
り組んでいます。裁判官でも検察官でもなく弁護士
に進みたいのはその後の国際系の仕事に取り組み
たいからです。」 

母校創立50周年特別企画 

同窓会会長vs現役高校生 

嗚呼⻘春鱳座談会！
母校創立50周年を記念しまして、当会報でも特別企画と
して同総会会長黒澤敦さんと現役高校生の座談会を企画し
ました。高校生の将来にかかる個人情報等が記載されてい
ますので発言は仮名で紹介させていただいています。
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高校生「医学部を目指しています。医療従事者のつ
ながりや連携に役立つ仕事がしたいと思っていま
す。そう思ったのも祖母の病気(脳梗塞)がきっかけ
で、できれば脳外科への道を進みたいと思っていま
す」 
同窓生「お二人のお話を伺って、将来の目標という
より、すでにビジョンが描かれており、そのために
今しなければならないことを十分理解され実践され
ていることが伝わってきます。とても立派で感心さ
せられました」 
黒澤会長「早くドクターになってもらって、命を
救ってもらいたいね」 
司会「今のお二人はすでにご自身がやらなければな
らないことを実践されていますが、ほかの方々もお
二人のお話に臆することなくお話しください」 
高校生「自分は高校一年生の時のキャリアディで
JICAの方のお話を聞く機会があり国際系の仕事がし
てみたいのですが、親が公務員になって安定した仕
事についてほしいと言われている」 
これに対して卒業生から全く違う三つのアドバイス
があった。一つは親の希望との妥協点をさがしてみ
ては？という意見と、公務員はもうちょっと先でも
試験受けられるから、今やりたいことを今やってみ
ては？という意見。もう一つは「どっちにしようか
迷ったとき、正しいほうを選ぶ傾向があるけど、楽
しい方を選択するのもありだと思う」で、このなか
で「若さは消耗品だから」という名言がＱちゃん
（関久美子さん）から飛び出した。自分がやりたい
ことをやり通す、というのも若さの特権だと思いま
した。加えて「若いうちは失敗も無駄もないから臆
せず取り組んでくださいね」というアドバイスもあ
りました。 
高校生「自分の将来は全然決まってなくて、気分屋
で自分でも困っている。今の気持ちは自分が大きな
けがをしたときにお世話になった理学療法士のよう
に人に役立つことがしたいかな、という感じで
す。」 
同窓生「やりたいことが決まってなくても強制的に
いくつかの目標を設定してみると良いかもです。例
えば理学療法士も資格を取るためには大学では4年
かかるところ専門学校では3年で資格取得の権利を
得ます。つまり1年早く社会に出ることが可能で、
目標を設定すればそのために今やらなければならな
いことも付いてくると思いますよ」 
高校生「夢がはっきりしないのですが、そんな中で
も大切だなと思っていることがあって、人とのかか
わり方がうまくできない人のサポートがしてみたい
なと思っています」 

黒澤会長「目標を持った仕事にうまく就いたとして
も人間関係などで心を病んでしまう方も結構いま
す。環境は選らべないから運と思ってそこからの情
報収集や改善に尽くすことも考えておいてくださ
い。」 
同窓生「もし、将来悩むことがあったら使っていた
だきたいのが同窓会です。数千人いる同窓会会員の
中には業界トップの方もいますし、いろいろな方と
話す機会もあります。是非とも同窓会を頼ってくだ
さい。」 
大内先生「将来のビジョンを早く決めなさい、とい
うのは社会が急速に要請し始まったことなんです。
『夢見る少女でいられない』のではなく『夢見る少
女』でいてほしのですけどね。」 
高校生「芸術が好きで将来ミュージカルなどの舞台
の仕事ができたらいいな、と思っています。現在は
バレエのスクールに通っています。一年生特進コー
スだったのですが勉強のことで周囲と温度差を感
じ、両立に苦しんでいます。」 
同窓生「小さいころから自分の意志で続けられるこ
とって素晴らしいことで、ほかに興味が出て辞め
ちゃうとかじゃなく、勉強以外にもやりたいことが
あるって、高校生らしくて良いと思う。勉強とどっ
ちを選ぶ？というのではなく『将来にわたって好き
なことがある』って素晴らしいことだと思います
よ」 
同窓生「自分の人生について思いっきり悩めるのも
25歳くらいまでだと思う。やってる本人はつらいと
思うけど、とても良い時間だと思うし、将来、血と
なり肉となることだと思いますよ。良い時間を思
いっきり苦悩してください。一生豊かになる良い
きっかけだと思います。」 
  
司会「時間も参りましたので、そろそろ黒澤会長に
締めていただきます。」 
黒澤会長「本日は貴重なお時間ありがとうございま
した。皆さんのお話が聞けて私たちもさらにいろい
ろな思いを胸に抱くことができました。所詮悩みは
何歳になっても続きます。その場その場で自分の考
えに沿っていろいろな選択肢を選びながら自分に
合った道を見つけてほしいと思います。今日はどう
もありがとうございました。」 
  
大人から見た高校生の時に「こうしてみては？」と
いう思いに対して現在の高校生のしっかりとした考
えを聞かされて、将来こういった若者のお世話にな
るなら安心だな、という思いで参加できてよかった
です。（ま） 
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【恩師編】 
注意：先生のお名前は、時には愛情を込めて、
あだ名で表記しています。ご容赦くださいw。 

◆7回生　山口律子 
テニス部だったのに、関先生に「いいケツしてるか
ら！」と言われ１週間だけ、空手部に入らされた。
「いいケツしてるから」は、今ではかなりのセクハ
ラだよね～。結局、会う度に全国大会に行けるから
空手をやれ！と言われてた。テニス部じゃ無理だ

ろ‼ って。あまりしつこいから、１週間限定で
やってみた～ 
  
◆7 回生　関敦子（旧姓細川） 
ホームルームの時間に料理を作って食べるという企
画があり、私のいた班はお好み焼きを作りました。
それぞれの班毎に、出来上がった料理をお世話に
なっている先生にも食べてもらうことになってい
て、私たちの班は英語の小松先生にお好み焼きを届
けました。男子が小松先生のお好み焼きにだけ、ふ
ざけてお砂糖をたくさん入れました。食後に食器を
下げに伺うと、小松先生からお礼の手紙が添えてあ
りました。 
「ご馳走様でした。私はお好み焼きというものを初
めて食べたのですが、なかなか美味しいものです
ね。」小松先生、大人だなぁと思いました。 
  
◆6回生　神野泰司 
数学で0点？赤点だった生徒全員（多分、私を含め
て10人近く居たような？）がジッチから鉄拳制裁を

受けたことでしょうか😅   

  
【匿名】 
一応バイト禁止だったんだけど学校近くのGSでバ
イトしていた子が先生が来てびっくりしたけど、割
引券あげたら『また来るから頑張れよ』って言われ
たけど、やたらと授業で指名されるようになったっ
て嘆いてた 
  
【匿名】
　11回生～15回生くらいの恩師の思い出 

安藤勝敏校長 
多分、在学の生徒の姓名を全部ご承知されていた。 
廊下を走ったりしていると、名前を呼ばれて注意を
受けたり、名前を知っていることに驚いた！ 
天皇が筑波山に見えた際に、お側で植物の解説をさ
れたとのこと。サスガ！水戸藩御文庫奉行お家柄！ 
  
桝井師（国語科） 
・名前の通り、睡眠薬のように眠くなる授業 
・ほぼ朗読と漢字の読みぐらいしか授業しないでテ
ストに入る、恐ろしい手抜き 
・テストを返したあとに正解を発表され、明らかな
採点ミスを絶対に認めない、人間性に問題ある教師
だった 
  
仲田師（数学科） 
・将棋が強いのは良いのだが、人の手にとやかく五
月蝿くて将棋にならない 
  
中島師（生物） 
・なんにおいてもかなりコクのあるネタの宝庫とも
言うべき師であった 
  
菊池師（体育科） 
・飛んできたサッカーボールを顔で受け、笑顔で突
進してくる師に恐怖と尊敬。 
  
清水正美師 
・授業は漫談調で楽しかったのだが、文法の内容は
よく分からんかった 
・映画の知識、冗談は最高であった！ 
  
植田道也師 
・英語の授業は単語や熟語の訳だけ、あとは意味不
明な自慢話・・・ 
・師の学生時代の所属部活は７つ以上あり、ウソツ
キであった。 
  
倉林師 
・チョークが折れんばかりの筆圧で熱い授業であっ
たが、よく分からんかった。 
・ジッチに泣かされていた。ジッチは翌年水商に行
かれた 
  

50周年記念思い出小ネタ集
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◆16回生　川村尚弓
現国の三次先生が放課後に
こっそり指導してくれたおか
げで感想文コンテストに入
賞。才能があると思い込み、
いろんな賞に応募しているう
ちに、本を出せるようになり
ました。今年は応用心理学会
で齊藤勇記念出版賞をいただ
きました。 
   
◆7回生　佐藤真人 
生涯で一度だけ体育で『5』をもらった。思い当た
るのはサッカーの実技テストで、先生が蹴ったラス
トパスが高すぎて胸トラップしようとしたらそのま
まゴール、ってことがあったがそれかな。。と思い
つつ、出席番号が一つ上の佐久間君が初めて体育5
じゃないって泣いていた。。先生、間違いは誰にも
ありますよね？ 

【匿名】8回生 
修学旅行の夜間自由行動で、ヤバそうな連中がすれ
違いざまに頭を下げていく。そこにはいつもジッチ
がいた。 
  
【匿名】7回生 
オケ部の夏合宿、父が差し入れでロックアイスを
持ってきてくれたが、速攻で体育教師でラグビー部
顧問のAPON先生に今晩OBたちと呑むからと言って
カツアゲされた。 
  
◆6回生　中田由彦 
三年生の時の担任が磯崎先生で
すが、美術関係者に「磯崎俊光
の教え子です」と自己紹介する
と、半分の方は驚き、半分の方
は『あ、教員時代の』と、特に
県近代美術館の方はよくわかっ
ていらっしゃる。 
  
【部活編】 
◆24回生　大内聖仁 
私はハンドボール部だったのですが高校３年生の最
後の県大会で大会当日バスに乗り遅れそうになっ
て、自転車を校門に停めたままバスに乗って大会に
出たのです。まさかの日大を破って県ベスト8まで
勝ち上がったのですが学校に戻ったら自転車が盗ま
れて無くなってました… 

 【匿名】
在学中、ハンド部の公式戦が本校で行われた際、相
手選手に倒されて救急車に運ばれました。その際、
意識確認された時、名前はと聞かれ「はなこ(仮
名)」と答え、名字はと聞かれ「やまだ(仮名)」と律
儀に答えたそうです。本人は全く記憶がなく、仲間
から後で聞かされた話しです。。。お恥ずかしい笑
笑。結果脳しんとうで、無事なんともなく、、、ちょ
うど自分のクラスが体育で外にいた事もあり、注目
と軽～く笑い話となりました。救急車を呼んだ初の

人となったかも⁉︎チャンチャン🎵 普通名前はって聞
かれたら名字と名前を分けて答えませんよね笑笑 
  
◆6回生　井口三月(旧姓高橋)
写真部からモデルのオーダーがJRCの女子に、、
えっそんな～って思いつつまんざらでもなく快諾？
出来上がった写真を見て、、気付く、だしに使われ
た～、、オーヤンとイッチャンみんな認める美人仲
良しペア、写真に映ってる綺麗のオーラが違う！こ
れを撮りたかったのか写真部の男子は！なんてこっ
た、、でもその時の写真は今でも宝物です、声かけ
てくれてありがと 
  
◆6回生　井口三月(旧姓高橋) 
勝高ラグビー部かっこよかったよねー 
雨の日でもグラウンドで走ってた、教室のベランダ
からみんなで見て、キュンキュンしてた、、 
  
◆9回生　佐藤由季(旧姓安掛) 
野球部マネージャーでした。在学中の思い出とし
て、大久保(デーブ大久保。西武→巨人)がいた水商
に勝って県ベスト8になったことを今でも誇りに
思っています。 

【匿名】8回生　ラグビー部 
合宿所が無かった時代、教室に布団を敷いて寝てい
た。合宿最終日にN先輩からKマネージャーの寝た
布団を持って来いと命令された。変態のN先輩は
「これがKさんの匂いか」と興奮しながら布団にく
るまっていた。今なら言える。そんなわけないだろ
う。顧問のS先生の布団です。 

◇　 ◇　 ◇ 

磯崎先生近影2022年7月 
ギャラリー「サザ」にて 
隣は6回生萩谷旬子さん 

日本料理いさ美女将、茨城 
県女将の会でもご活躍中

川村尚弓さん近影2022年9月 
応用心理学会にて表彰。現在、
執筆、講師、コメンテーター、
社長業と幅広くご活躍中
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【行事編】 
 ◆23回生　田中優子
修学旅行は、私立は韓国やカナダが主流。公立は
飛行機に乗れないっていう暗黙ルールがあって、当
時は広島が基本。で、私たちの代で『だったら本
州の1番下まで行こう』ってなり、萩・津和野。そ
の粘りが功を制して、次の年から沖縄！！ 
その後は沖縄から北海道を選べるようになったハ
ズ 
  
【匿名】 
球技大会で燃え過ぎ、バスケットの試合中に膝靭
帯を2箇所切断。高校時代に人生で1番痛い体験を
したため、出産のときの痛みも余裕でした。 

◆ 6回生　井口三月(旧姓高橋)
勝歩会11km走る！運動音痴組の4人組歩かず走り切
る決意を固める！歩かず走ったら順位に結果は出
る！という先生の言葉を信じて、、迎えた当日、
亀走りでも励ましあって走り切る、、が、、歩い
たり走ったり組を抜きつつ抜かれつを繰り返した
結果、順位は300番台到底走り切った証明にはなら
ず、、世の中の理不尽さを知り悔し涙、、でも自
分は知ってるあの日11km走り切った自分がいたこ
と 
 
【匿名】
卒業後最初の勝苑祭の時学校に遊びに行って、こ
こら辺に自分の上履き置いてたんだよね～と言っ
手て探ったら、自分の上履きがまだあった！後日
談ですが、在校生はその残った上履きを整理する
ために駆り出されてえらく迷惑だったらしい。。 
  
【甘い青春篇】 
【匿名】
片思いの女の子が通学するのを、砂利道の自転車
置き場で待っていて、何度も何度も、自転車の荷
台のゴム紐を巻いては解いて巻いては解いて…待っ
ていた！ 
  
◆7回生　関敦子（旧姓細川） 
いつも上履きのかかとを潰して履いている男子
が、授業中居眠りをしていて、急にビクッ‼ とし
た瞬間に膝が伸びたせいか、サンダルのように履
いていた上履きが一番前の席の男子の椅子にかけ
てあった学ランに命中。黒い学ランに大きな足跡
👣がくっきり付いて大笑いしました。 

  
◆8回生　鈴木康夫 
　　　　　　　　　　ひたちなか市勝田本町23-2にて、 
　　　　　　　　　　オーセンティックバー「BAR R」を経営 
高校生当時、ミヤタのアトランティスに乗って通
学していた私は、クラスの自転車好き4人と連れ立
ち、猪苗代湖までキャンプツーリングしたのが、1
番印象に残っております。 
目的地までは、キツい上り坂が果てしなく続き、
その日キャンプ場側の温泉に入る時には、お尻の
パンツのラインは赤むくれ状態だった為、まさに
修行のような一泊二日でした。 
今では、その頃の友人との行き来も殆どありませ
んが、私にとって自立した冒険旅行を仲間と過ご
した、初めての体験でした。懐かしいです。 
  
【匿名】 
私達の入学した時に自販機が設置されたのです
が、ジュースを買ってお釣りを確認すると500円玉
が4枚出てきたことがありました。あれはびっくり
しました。その後、ラッキーとばかりに、後輩と
山分け（悪い子）にしてしまったので…笑 

 ◆22回生　山口りえ
購買のパン屋さんに出遅れ気味で買いに行った
ら、パンが売り切れ。困ったなぁ…と思っていた
ら、パン屋のおじちゃんが試作品のパンをタダで
くれた事がありました。周りにお店がない時代な
ので、非常に助かりました。すごい個性的なパン
でしたけど、、、梅味の餡子と求肥が入ったパン
でした。普通の餡子なら美味しかったとおもうの
ですが…笑　結局実売されませんでした。

【匿名】 
修学旅行で、小雨が降ってきて、クラスで注目して
いた女子が傘を貸してくれた。傘の持ち手に温も
りを感じ、気持ちが舞い上がってしまい、告白し
たら見事撃沈。 
  
【匿名】9回生 
通学で、勝田駅で降りたくなかったのでそのまま
電車で遠くまで行って、お弁当食べて帰ってき
た。友達と一緒に授業さぼったけど、楽しかった
な。 

【匿名】 8回生 
グラウンドの南側に養豚場があった。何処かでそ
の臭いを嗅ぐと勝田高校を思い出す。 
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永井精一（8回生） 

　昭和の時代に遡
り、スタミナラーメ
ンの発祥について書
くことにします。ス
タミナラーメン歴史
学者は数多くそれぞ
れに諸説紛々ありま
すが、それを語るこ
ともスタミナラーメ
ンの味わいと思って
います。 
　昭和50年代に青
木さんという方が、
勝田駅近辺でとんか
つ屋、蕎麦屋、中華
料理店などを経営し
ていました。スタミナ 
ラーメンの発祥の店 
である「大進」は現在は川崎氏の経営ですが、前進
は青木氏の経営で青木氏の名前をとって「大進」と
名付けられました。 

　青木氏が、この大進の店長であった長井順一氏に
対し学生でも満足でき、地元茨城県産の食材を使っ
たラーメンの開発を指示しました。長井氏は出身が
九州だったこともあり、ちゃんぽん麵、皿うどん、
東京で出会ったベトナム麺を参考に生まれたのがス
タミナラーメンです。その後、青木氏は勝田駅前に
「寅さん」を出店し長井氏が店長に、「大進」は川
崎氏が店長におさまりました。 
　私は勝田高校8回生で昭和56年に入学しました。
当時から「大進」と「寅さん」は行列のできるラー
メン店で、勝田高校、勝田工業、茨城高専などの学
生でにぎわっており、大進派と寅さん派、ホット派
と冷し派など、学校でも盛り上がっていました。 
　その後、長井氏は水戸市に「スタミナラーメン松
五郎」を出店し、そこから県内に広まり、現在は茨
城県民のソウルフードと言われるまでになりまし
た。 
　長井氏は後に「ホルモンラーメン玄海」を出店し
ますが、長井氏にスタミナラーメンは出さないのか
と聞いたら「俺がスタミナラーメン出したら、みん
な俺のところに来ちまうだろう。それじゃスタミナ
ラーメンが茨城の味として広まらねえよ。」と。 
今を見据えていたのでしょうね。 

/01234&'()*+,-5678

スタミナラーメン小ネタ集 

◆スタミナラーメンの歴史でも触れたが、仕掛け
人の青木さんを紹介しよう。その青木さんのお店
が、水戸市御茶園通り「手打ちそば・うどん　や
すけ」。現在は青木敬一さん（勝田高校８回生）
が看板商品のうどんをアレンジして作るのが「ス
タミナうどん」。元祖などは名乗る気持ちもない
ものの、うどんでは唯一である誇り、うどんに合
うとても優しい味に仕立てられています。 
◆スタミナ冷し以外は食ったことがないと思い、
ラーメンを注文した。このラーメン、オヤジの顔
からは想像もできない優しいスープ。「こんな美
味いラーメンは初めてだ。スタミナラーメンより
普通のラーメンを売りにしたほうがいいんじゃな
いか。」と言ったら「何言ってんだ。うちはラー
メン屋だよ。ラーメンを売りたくてもお前らがス
タミナを注文してるだけだ。」  
◆少し遅めのランチでスタミナラーメン。オヤジ
は麺玉が入っていた空箱を８箱重ねて、「今日は

昼だけで４００玉売ったぞ。お前もサラリーマン
辞めてうちに来い。ハーレーでもベンツでも乗れ
るぞ。」今思えばその道もあったかも。 
◆スタミナホットを配膳するとき、どんぶりを持
つオヤジの親指がスープ
に浸かっていた。オヤジ
「おまちどうさん、ホッ
トのダブル」。客「オヤ
ジ、指、指、指！」。オ
ヤジ「大丈夫、慣れてる
から熱くねえ。」違うだ
ろ。 
◆街のそこここに、 
「&'()9:」という
落書きがある。日本語的
には「冷やし」なんだろ
うが勝田高校生から言わ
せると「冷やし」じゃな
くて「冷し」が寅さん
流。  

我流食堂のスタミナ冷し大盛り 
経営　柿沼瑞広さん（9回生） 
店長　櫻井幸一さん（9回生） 

2016年札幌市内の目撃情報 
「スタミナ冷やし」Ver. 
もあるらしい？
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同窓会10年の歴史を振り返って 
事務局　広報担当　佐藤真人（7回生） 

　現在の同窓会活動になって10年を経過しましたが、事務
局広報担当としてその10年を振り返ってみました。 
　母校は創立50周年を迎え、卒業生も1万人を超える大所帯
になってきた同窓会ですが、現在の活動スタイルになるま
で紆余曲折はありました。第一回卒業生すなわち第1回生が
同窓会としての礎を築き、一桁世代の同窓生が中心になって
崩れることなく守ってきてくれたおかげで皆さんから集め
られた大半の会費はそのまま毎年蓄積されていきました。 
　一方でその会費の管理が母校主体であったことと、母校
が創立40周年を迎えるのに祝賀会が予定されていないこと
に疑問を感じてFaceBookを中心に各世代の同窓生にダイレ
クトメールを送ったのが13回生佐藤久彰（現事務局長）さ
んです。彼の熱意に多くの
同窓生、特に大先輩と言
われる一桁世代の同窓生
の方々も心を動かされ、
まずは母校創立40周年記
念祝賀会を同窓会主体で
開催しようじゃないかと
意見がまとまりました。
40周年記念祝賀会は参加
者400名近くの大盛況で、
この祝賀会をきっかけ 
に各世代、各部活などの同窓会が盛んにおこなわれるよう
になりました。 

　この祝賀会の成功が現在の同窓会第二世代のスタートと
言ってもよいでしょう。スタートして、早くも今年で10年
を迎えました。その間に、皆様からお預かりした同窓会会
費も同窓会主体で管理できるようになりました。なお、同
窓会会費は同窓生の親睦、連絡費、母校への支援事業など

に使用させていただいており、その会計は役員会で吟味
後、監査を経て毎年行われる定例総会で承認を得ておりま
す。さて同窓会の活動ですが、多岐にわたっています。 
　年に数回、役員会を開催し、年間計画案や会計案作成、
臨時の議題の対応など、このなかでほとんどの同窓会活動
内容が決まります。 

　役員会のご案内は現役員向けだけでなく、メールアドレ
スを同窓会に登録して役員会の案内を希望すればどなたに
も配信されます。役員会への参加はもちろん任意ですが、
やる気のある方の参加をお待ちしています。加えて各期代表
の同窓会幹事の方々へのご案内も今後は工夫して行いたい
と思っています。 
　それでは実際の活動状況を写真でご紹介します。 
　定例役員会は茨城と東京で実施。東京で実施した際の二
次会で屋形船を貸切って食事会を行ったのがとても懐かし
いです。 

同窓会の歴史

13回生佐藤久彰さん 
2013年3月23日 

40周年記念行事総会にて

2022年度第5回定例役員会2022年9月19日 
ひたちなか市ワークプラザにて 
母校下山田校長もご臨席

同窓会東京支部発会記念食事会 
2013年6月1日 

東京上野「韻松亭」にて

第1回生同窓会 
2018年8月18日 

テラスザガーデン水戸にて
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十年の活動を紐解く

毎年定例総会を実施
していますが、右写
真は恒例となりまし
た「赤いタオル」贈
呈式で、その年還暦
を迎える「出席者」
に贈呈しています。 

毎年9月ごろ（近年
は コ ロ ナ 下 で 中
止）、ひたちなか海
浜鉄道の車両を貸
切っての同窓会親睦
列車を実施。同窓生
だけじゃなくご家族
お友達もお誘い合わ
せて参加いただいて
います。 

年間定例行事の忘年
会と新年会ではアマ
チュア落語家をお呼
びして「ひすい寄
席」を併せて開催し
ています。この寄席
は文化的な行事とし
て定着しています。 

他にも母校への支援事業として、キャリア講習会では同窓
生の中からスペシャリストを選出し進路選択を検討する高
校生向けに母校で授業を行いました。また、高校生、同窓
生が参加できる写真教室をプロのカメラマンをお呼びして

開催しました。これらの活動は度々マスコミにも取り上げ
られ同窓会活動の一端を目にされた方も多いと思います。 

オフでも先輩後輩の垣根を越えて母校文化祭への訪問や、
高校野球の応援も毎年盛り上がっているようですし、各地
で開催されるフェスなども徒党を組んで楽しんでいます。 

この10年間で最も大きな行事としては「ウダーべ音楽祭in
ひたちなか（母校小学校の校歌を歌おう！）」を成功させ
たことでしょうか。実行委員は同窓会だけでなく地域の
方々もご協力をいただき、まさに同窓会のもう一つのポリ
シーである地域貢献を果たした行事だったと思っています。 

なお、母校の中等教育学校への昇華に伴い各学年定員の最
適化（3クラス制）が実現しましたが、一方で同窓会の収入
面ではまさに毎年の会費収入が今までの半分になります。 
　　　　　今後は皆様方の寄付や協賛金も、 

よろしくお願いいたします。

定例役員会（東京支部）終了後の屋形船船上 
2018年5月19日

同窓会親睦列車 
往復1時間ちょっとの旅程となります

2017年定例総会 
この時は2回生の還暦のお祝いでした

社会人落語家日本一　二松亭ちゃん平師匠 
キリスト教学園高等学校教頭 斎須先生
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会員寄稿同窓会オフショット集

おちゃめな大先輩（1回生柳田さん、大貫さん） 
元気くん（22回生）の頭は校章と40をデザイン 

三役緊張がほぐれた瞬間 
左から大谷副会長、阿久津副会長、黒澤会長 
　　　（9回生）　  （7回生）　　 （5回生） 

何かの時の二次会 
ひたちなか市元町人見屋（13回生人見孝さん経営） 
顔馴染みになれば同窓生のボトルが飲めるかも？！ 

何かの時の二次会 
水戸市南町ねぎ亭（19回生　日高さん経営） 県警銀杏会同窓会

いつかの総会 
磯料理とワインの宿 春日ホテル（10回生 橋本さん経営）

これからも同窓会活動を 
よろしくお願いします！
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会員寄稿
よりよい社会を築く一員として 
櫻井　良種（11回生） 
茨城県立小瀬高等学校校長 

  
　県立勝田高等学校の50周年記念、おめでとうございま
す。 
　そして、2年目を迎えた県立勝田中等教育学校の益々の
発展をお祈りしています。 
私は、常陸大宮市にある県立小瀬高等学校で校長とし

て働いています。これまでに、勝田高校の教壇に立つ機
会はありませんでしたが、勉強が嫌いだった私が勝高で
好きになった数学を活かして、子どもたちや先生方と関
わるようになりました。勝高の先生方や仲間たちには感
謝しかありません。 
私が教員という仕事をしている中で、素敵なOB・OG

たちとご一緒する機会がよくあります。同じ学び舎で過
ごした方々と改めて出会ったとき、本当にうれしく、私
も頑張ろうと力が湧いてきます。これからも、多くの先
輩、同級生、後輩たちと縁をつないでいきたいと思いま
す。よろしくお願いします。 
在校生の皆さんも、このような仲間と共に、社会に出

ていただけると嬉しいです。お待ちしています。巷で
は、人材、人財などと言われますが、私はこの言葉が好
きではありません。在校生には、かけがえのない自分を
大切にし、その上で、次の3つのことを考えて、学校で学
び、社会に出て行ってほしいと思います。 
・自分らしくありのままでいられる生き方をしてほし
い。 

・少しでも社会（学校）がよくなるように行動してほし
い。 
・時代とともに変わる「目指すべき社会（学校）」を常
に考えてほしい 

　私も、今の社会が「みんなが希望をもって生きられる
社会」に近づくように、できることを一つずつ行動して
いきます。勝高OBとしての誇りと共に。 

勝田高校で学んだ歴史 
高木　章三（5回生） 
株式会社 高木製作所 H＆C社長 

　私は勝田高校の５回生で、卒業後は映画監督などとい
うものを目指して東京の大学に行きました。一緒に映画
をやっていた仲間の中には現在テレビディレクターや脚
本家として活躍している人もいますが、私の方は関心が
哲学や歴史といったものに移ってしまった事と、父親が
経営していた金属加工会社が不振になってきたことなど
があって、大学卒業後は早々に帰郷してしまいました。 
　帰郷後にしたことは父親の会社の立て直しでした。全
国を回っての新規受注、新しい社員の採用や育成、新鋭
の設備の導入、自社製品の開発など、会社を引き継いで
からすでに３０余年、社員数は３倍、売上は６倍くら
い、取引先も国内外４００社ほどになりました。第２工
場も市内の工業団地に建設しました。このような業種と
しては成功した方だと思います。 
　工業技術も経済や経営も学んでいなかった私が会社経
営をここまでやって来られたのは、先に述べた哲学や歴
史を学んだことにあります。種を明かせばそもそもは高
校の世界史で習ったものでした。大学時代、「孫子」「君
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主論」「史記」ヘロドトスの「歴史」などを読破しまし
たが、これらは非常に経営に役立つ書物でした。経営上
の成功は殆どがこれらの書物によるものです。 
　高校で習った物の中で、一番役立っているのは社会科
で、中でも世界史でした。もちろん、日本史、倫社、政
済も大変役立っています。地理Aが世界史との二者択一
で選択できなかったことは悔やまれます。製造業に従事
していながら、数学や理科の必要性はあまり感じませ
ん。国語力は大事だと感じる事がありますが、英語はポ
ケトークやGoogle翻訳の登場で、必要性がぐっと減りま
した。 
　さて歴史に話を戻しますと、六十を過ぎて同じ歴史で
も地元のものに興味を持つようになりました。出身校で
ある勝倉小学校は、かつては常陸平氏や江戸氏の支城で
ある勝倉城の城跡だし、今度祝賀会がある長寿荘は八幡
太郎義家に滅ぼされた地元豪族の大氏の屋敷跡です。幕
末の水戸藩の命運を決めた天狗党の合戦も現ひたちなか
で繰り広げられました。これからは地元の歴史なども調
べたり、広めたりしていきたいと思っています。 

５０周年によせて 
髙村　晃弘（１９回生　オケ部） 
海浜鉄道株式会社 
管理部駅務課駅務係長 

 　茨城県立勝田高等学校、創立５０周年おめでとうござ
います。このようなときに文章をよせられるという機会
をいただくことができて、二つの意味でとても嬉しいで
す。 
まず一つの嬉しさは、私が高校２年の時に創立２０

周年記念ということで式典に参加していたからです。当
時の勝田市文化会館、現在のひたちなか市文化会館で、
所属していたオーケストラ部はシューベルト作曲の交響
曲第８番「未完成」の第一楽章を弾かせてもらいまし
た。いざ始まるとなったときに客席はなかなか静まら
ず、指揮者でもあった顧問の本田忠義先生が客席に向
かってお茶目に口元に人差し指を当てたことを、今でも
はっきり覚えています。客席はすぐに静かになり、ス
ムーズに弾くことが出来ました。私の高校生の思い出は
チェロを弾いたオーケストラ部のものがほとんどです。 
もう一つの嬉しさは、私は数か月前に命を失っていた

可能性があり、文章をよせるということが出来るように
なったのが最近になってからだからです。今年５月に倒
れてしまい、４日間意識不明の重体に陥りました。幸い
にも発見が早かったこともあり、運よく何も障碍が残ら
ずに社会復帰することが出来ました。退院できることが
決まった日にNHK交響楽団の演奏を病院のテレビで観た
ことは忘れることが出来ません。その演奏会は倒れる前
の４月に実際に聴きに行ったもので、メインの曲はベー
トーヴェン作曲の交響曲第７番。高校３年の定期演奏会
で弾いた曲であり一番好きな曲。病室で聴いて涙が出ま
した。生きていなければ聴けなかった曲、元気になれば
また聴きに行くことが出来る曲だとあらためて感じたか
らです。私の趣味の一つは音楽鑑賞。高校のころからの
趣味が今でも続いていて、それに元気づけられました。 
最後に私の勤務先のPRをさせていただければと思い

ます。ひたちなか海浜鉄道湊線は第三セクター方式で運
営されています。地元密着の鉄道会社です。地元の方々
が乗ってくれるからこそ運行できています。後輩たちは
たくさん乗ってくれていますし、職場体験などにも来て
くれています。私自身もキャリア教育講演会などでつた
ない話をさせていただいたこともあります。これからも
鉄道会社の一員としての本文を全うしつつ、様々な形で
会社としても個人としても、勝田高等学校や勝田中等教
育学校の力になれればと思っています。 

◇　 ◇　 ◇ 

会員寄稿
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同窓生の活動
亀井則道（13回生） 
学童用水彩絵具画家 
　母校勝田高校の渡り廊下や、学習館に、ハガキサイズ
の絵を飾らせていただき、定期的に作品を入れ替えてい
ましたが、現在は、少し大きめの作品に入れ替えさせて
いただきました。私の作品の中でも特に人気の高い作品
を飾らせていただいています。勉強や生活に疲れた後輩
たちのささやかな癒しになってくれていたら良いな
なぁ、なんて思っています。さて、私事ですが、近日
ギャラリーサザにて個展を開催しておりますので、もし
よろしければ足をお運びいただき、母校の後輩たち同
様、皆様の癒しになっていただければ幸いです。 

「亀井則道水彩画展～学童用水彩絵具の世界Vol.3～」 
2022年11月8日(火)～14日(月) 
ひたちなか市サザ本店にて開催 

勝田高校を卒業して 
渡邉　美樹（37回生） 
ひたちなか市役所職員 

　勝田高等高校を
卒業して、約10年
経ち、時の早さに
驚きます。私に
とって高校生活
は、とても過ぎ去
るのが早く、充実
していました。 
　学業では、学習
館で休日や夜遅く
まで、友人と勉強
に励んだことを今
でも覚えていま
す。 

　また、学業面だけでなく、行事や課外活動も語り尽く
せないぐらい思い出があります。野球応援やクラスマッ
チ、生徒会活動やオーストラリア研修。そして、ひたち
なか市高校生会（現ひたちなかリーダーズクラブ）とい
うボランティア活動。 
　学業でも忙しく大変な毎日でしたが、先生方は学業以
外で私が様々なことに挑戦することを応援し、見守って
くれました。人前に経つことが苦手だった私でしたが、
おかげで成長できました。様々な経験ができたこと、た
くさんの方と出会えたことは、私の財産です。 
　現在、ひたちなか市職員として日々の業務に励んでお
ります。今でも高校時代に様々な活動においてお世話に
なった方や勝田高校の先輩方の助言をいただきながら、
日々の仕事に励んでいます。 
　これからも今までの経験や人との繋がりを大切にし、
勝田高校の卒業生としての誇りを持って精進していきま
す。

会員寄稿
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勝田高等学校同窓会ゴルフ倶楽部 
有志により結成、2022年度定例総会にて承認、発足。 
■発足趣意 
１）同窓会会員の懇親を深めることを目的とする 
２）勝田高等学校同窓会ゴルフ倶楽部杯として年数回のゴル
フコンペの開催 
■役員構成 
勝田高等学校同窓会ゴルフ倶楽部 
顧　問　：大貫　裕治（１回生） 
会　長　：野木　滋　（２回生） 
副会長　：国井　謙一（１３回生） 
事務局　：小池　光浩（７回生）　　ゴルフ場担当 
　　　　：佐藤　久彰（１３回生）　通信・懇親会設定等 
東京支部：川村　尚弓（１６回生） 

同窓会倶楽部活動

第一回同窓会杯ゴルフコンペ 
2022年8月23日桂ケ丘カントリークラブ

写真同好会活動報告
写真同好会では身近な被写体から機材を担いだ山奥での撮影ま
で幅広く活動中です。撮影した写真をFacebookにアップし
て、撮影の方法や苦労話などを共有しています。

同窓会では各種クラブ活動を応援します。新しくクラブを設立
したい場合は最寄りの同窓会役員にご相談ください。また既存
のクラブ活動に興味がある方は担当者に直接連絡するか、同窓
会事務局宛にお知らせいただければご紹介します。

撮影　すいれん、天の川：永井精一（8回生） 
ねこ：佐藤真人（7回生） 

担当　佐藤マコト（7回生）
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役員紹介 

会　長　　黒澤　敦（５） 
副会長　　阿久津　隆男（７） 
　　　　　大谷　浩一郎（９） 
会　計　　小池　光浩（７） 
　　　　　太田　真理子（１３） 
事務局 長  佐藤　久彰（１３） 
　総務　　鈴木　道生（２６） 
　広報　　佐藤　真人（７） 
常任幹事　鹿志村　武史（５） 
　　　　　永井　清一（８） 
　　　　　植野　健一(１１/市役所） 
　　　　　平野　壱久（１１） 
　　　　　萩谷　公康（１１） 
　　　　　大内　浩（１１/市役所） 
　　　　　荒蒔　但尚（１１） 
　　　　　人見　孝（１３）　　　　　 
　　　　　鬼澤　豊孝（１３） 
　　　　　黒澤　務（１３） 
　　　　　俵　はるみ（１３） 
　　　　　藤谷　美幸（１３） 
　　　　　中里　隆幸（１３） 
　　　　　関谷　久美子（１３）　　 
　　　　　平根　英一（１３/県警） 
　　　　　亀井　則道（１３） 
　　　　　高丸　誠司（１４） 
　　　　　堀川　智也（１８） 
　　　　　谷村　勉（２０/県警）　　　　　　　　　　　 
　　　　　畠山　元気（２２） 
　　　　　鈴木　達也（２２） 
　　　　　田中　優子（２３） 
　　　　　大内　聖仁（２４） 
　　　　　二川　智之（２６） 
　　　　　大内　裕輔（２７/高校） 
　　　　　藤田　崇広（２９） 
　　　　　高野　龍（３１/市役所） 

監　査　　所　義弘（７） 
　　　　　国井　謙一（１３） 

顧　問　　永井　資郎(1/初代会長） 
　　　　　柳田　尚久(1/前会長） 
　　　　　大貫　裕治(1/前監査） 
　　　　　野木　滋　(2/前副会長） 

　　　　　　　　　★：新任、再任 

役員会だより

【役員会概要】 
○2021年度はコロナ下ということもあり、大きな行事は基本的に
は自主参加で企画されました。そのため出席人数は普段よりは少な
めでしたが、役員会、行事含めて活発な議論もされたようです。そ
の中で、2022年度総会に向けて新たなクラブ活動（ゴルフクラ
ブ）の発足と、母校創立50周年記念として、本学とも希望を調整し
て本学過去の表彰記録などを飾る棚の贈呈について議論されたまし
た。２つの議案については2022年度総会にて承認され実行予算化
されています。 

○2021年度後半から2022年度前半にかけては母校創立50周年と併
せて同窓会でも記念祝賀会を実施する、ということで祝賀会実行委
員会を組織（実行委員長阿久津隆男さん7回生）し普段の役員会に
加えて記念祝賀会に関する議論も行われました。加えて、母校の記
念祝賀会実行委員会にも同窓会から一部役員が参加して、同窓会の
立場から忌憚なく意見をお伝えし、母校記念祝賀会の成功に向けて
寄与できたと思います。 

◇　 ◇　 ◇ 

　　　 

本学創立50周年記念祝賀会実行委員会の様子

役員会だより
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校歌
田口五郎：作詞


臼井英男：作曲


筑波の峯の空青く


白雲あわく　よぎるとき 
ああたらさきの　学舎に 
伸びゆくいのち 
われら　ひらかん 

　　旭日高き　東海に 
　　熱砂をかたく　ふみしめて 
　　おお建学の　意気高く 
　　限りあるみの 
　　ちから　ためさん 

那珂の流れに　波さわぎ 
暗雲ふかく　とざす日も 
いざともがらよ　手をとりて 
明日の郷土を 
ともに　になわん

●編集後記：勝田高校同窓会は母校の中等教育学校への昇華を前にして、同窓会の
名称を新たに検討しました。その結果「勝苑会」として、2020年の同窓会総会に
て承認されました。「勝苑会」の名前の由来ですが、母校で三年ごとに開かれる
文化祭「勝苑祭」から取っております。では、「勝苑祭」の名前の由来は？　6回
生である中田由彦さんが、第二回勝苑祭のイメージロゴを担当されたそうで、中
田さんに伺うと、どうやら第一回の勝苑祭が開かれる際（昭和50年10月）、名称
を公募した結果、とのことらしいです。そして、その名前の名付け親は1回生「小
川智子」さん、25周年記念同窓会名簿では「佐々木智子」さんである、というと
ころまではたどり着けました。ただ、現在の個人情報保護下のなかで、むやみに
検索してご本人に連絡、確認するところまでには至っておりません。ですが、命
名の際の想いなど、いつか伺ってみたいと思っております。もし、小川智子さん
（佐々木智子さん）をご存知の方がいらっしゃいましたら是非とも同窓会の現状
をお伝えいただき、可能であればインタビューさせていただけるようお伝えくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　同窓会事務局広報担当　佐藤真人

勝田高等学校　同窓会

茨城県立勝田高等学校同窓会 
　　　【勝苑会 会報】 
　　http://katsuta-ob.org 
　　info@katsuta-ob.org 
　　令和4年10月吉日発行 
発行責任者　黒澤　敦（５回生） 

■編集／構成／デザイン 
　　佐藤　真人（７回生） 
　　佐藤　久彰（１３回生） 
　　田中　優子（２３回生） 
　　鈴木　道生（２６回生） 

第11回同窓会総会二次会　２０２2年6月２５日 
　　鮮魚・かに・貝の居酒屋　かにや（9回生 新井清史さん経営）にて 

★同窓会に参加しよう！ 
１）イベントや事業のお誘いは、下のQRコードからメールアドレス
やお名前などの登録をお願いします。
２）役員会に参加しよう。役員会では、事業の計画・予算の執行・
委員会を設置し、顔の見える形で運営されています。また、zoom会
議も逐次取り入れています。現在、同窓会では、若
い方々のご意見を渇望しております。是非とも、お
力を貸して下さい。案内は、メール、勝田高等学校
ＦＢ支部、公式ホームページにてお知らせしていま
すので是非ともアドレス登録下さい！


